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「新しい年を迎えて」～新しい年に夢と希望を～

子育て支援センタースタッフ一同

あけましておめでとうございます。今年もよろしくお願いいたします。
昨年はたくさんの皆様に支えられ、無事に１年を終えることができました。
今年もみなさまのお役に立てるよう、精一杯努力していきたいと思います。
どうぞよろしくお願いします。

【今年の干支は？】
2018年の干支は、「戊戌」。これは、「つちのえいぬ」、または「ぼじゅつ」

と読みます。戊（つちのえ）は茂という意味を表し、草木が繁茂すると
いう意味があるようです。戌は、元々は「滅（めつ）」（「ほろぶ」の意

味）で、草木が枯れる状態を示しています。余談ですが、後に覚えやすくするために、動物
の犬が割り当てられ、犬の親しみやすい性格や、犬はお産が軽いことを結び付けて、安産を
したいなら戌の日が吉日だとか、おめでたい意味も持つようになったようです。
さて、「戊」と「戌」の本来の意味からすると相反するようですが、2018年は、2017年に

燃え尽きた豊かさや幸せの灰の中から、新たに芽生えた芽が、グッと成
長するということ、新たなすばらしいできごとが生まれることを示して
いるのではないでしょうか。みなさんにとって良い年になると思います。
～子育てワンポイントアドバイス～ －再びパパ・ママへ－

体調をこわしたり、わずらわしい人間関係に巻き込まれたり、仕事がうまく
いかなかったりした時など、子どもの寝顔を見て、ふと心がなごみ、ほっこり
とすることがありますね。かと思うと、ちょっとしたことで、頭ごなしに子ど
もを叱ったり、時にはピシャッと手を出してしまったり…。昔々、自分たちの
親にも、やっぱり同じようなことがあったにちがいありません。一から十まで
すべてが同じではありませんが、人はずいぶん似たような人生をくり返してい

るのではないのでしょうか。この子もやがて親になった時、やっぱり同じようにして子ども
を育てるのでしょう。本当にいとおしく、可愛いですね。

第６回「ママカフェ」 ７日
７日は支援センターの第５回目

のママカフェでした。親子８組、１７
名の参加でした。ゆったりとした時
間の中で、お茶やコーヒー、お菓

子をいただきながら、楽しいひとと
きを過ごされたこ
とと思います。み
なさんもぜひご
参加ください。

｢子育て講話」１５日

佐賀女子短期大学の菅原航平先生を講
師として「子どもの個性に合わせた子育て」と
いう演題でお話をしていただきました。講座で特に心に
残ったのは、「子どもの叱り方、関わり方」です。例え

ば、“子どもは泣くことで自分を主張（発信）しているが、子どもの
発信内容に適切に対応することは
難しい、ほどほどで自分を追い詰め
ないこと”ということです。参加され
た方からは、身近なことで分かりやすく、
ほっとしたなど、かなり好評でした。


